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PWM ジジェェネネレレーータタ回回路路

設設計計目目標標

入入力力 出出力力 電電源源

ViMin ViMax VoMin VoMax Vcc Vee Vref

-2.0V 2.0V 0V 5V 5V 0V 2.5V

設設計計のの説説明明

この回路は、三角波ジェネレータとコンパレータを活用して、デューティ・サイクルが入力電圧に反比例する500kHz
のパルス幅変調(PWM)波形を生成します。オペアンプとコンパレータ(U3およびU4)が三角波を生成し、2番目のコ

ンパレータ(U2)の反転された入力に印加されます。入力電圧は、U2の反転されていない入力に印加されます。入力

波形を三角波と比較して、PWM波形が生成されます。出力波形の精度と線形性を向上するため、U2はエラー・アン

プ(U1)の帰還ループ内に配置されます。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. プッシュプル出力を持ち、伝播遅延が最小限のコンパレータを使用します。

2. 十分なスルーレート、GBW、電圧出力スイングを持つオペアンプを使用します。

3. C1により生み出される極は、スイッチング周波数より下で、可聴範囲を大きく上回るように配置します。

4. Vrefはインピーダンスが低い必要があります(たとえば、オペアンプの出力など)。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA212.pdf
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PWM ジェネレータ回路

設設計計手手順順

1. エラー・アンプの反転信号ゲインを設定します。

2. R1とR2を、Vrefを分圧して非反転ゲインをキャンセルするように決定します。

3. PWM出力信号のデューティ・サイクルが0%または100%になることを避けるため、Vtriの振幅は、Viの最大振幅
(2.0V)より大きくなるよう選択する必要があります。Vtriに2.1Vを選択します。V1の振幅は2.5Vになります。

4. 発振周波数を500kHzに設定します。

5. アンプの帯域幅をスイッチング周波数より低く制限するよう、C1を選択します。

6. C2を、Vrefからのノイズをフィルタして除去できるよう選択します。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA212.pdf
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PWM ジェネレータ回路

設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

DCシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

過過渡渡シシミミュュレレーーシショョンン結結果果

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA212.pdf
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PWM ジェネレータ回路

設設計計のの参参照照資資料料

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

回路 SPICE シミュレーション・ファイル SBOC502 を参照してください。

TIPD108 (www.ti.com/tool/tipd108)を参照してください。

設設計計にに使使用用さされれるるオオペペアアンンププ

OPA2365
Vss 2.2V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 100µV
Iq 4.6mA
Ib 2pA

UGBW 50MHz
SR 25V/µs

チチャャネネルル数数 2
www.ti.com/product/opa2365

設設計計ののココンンパパレレーータタ

TLV3502
Vss 2.2V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 1mV
Iq 3.2mA
Ib 2pA

UGBW -
SR -

チチャャネネルル数数 2
www.ti.com/product/tlv3502

設設計計のの代代替替オオペペアアンンププ

OPA2353
Vss 2.7V～5.5V

VinCM レール・ツー・レール

Vout レール・ツー・レール

Vos 3mV
Iq 5.2mA
Ib 0.5pA

UGBW 44MHz
SR 22V/µs

チチャャネネルル数数 2
www.ti.com/product/opa2353

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA212.pdf
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/lit/zip/sboc502
http://www.ti.com/tool/tipd108
http://www.ti.com/product/opa2365
http://www.ti.com/product/tlv3502
http://www.ti.com/product/opa2353
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改改訂訂履履歴歴

改改訂訂内内容容 日日付付 変変更更

A 2019 年 1 月 タイトルのサイズを小さくし、タイトルのロールを「アンプ」に変更。
回路クックブックのランディング・ページへのリンクを追加。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SBOA212.pdf
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